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－セーター類の取扱いおよび着用感につ

いて一
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1. 第１報に続きセーター類の場合，特に羊毛はその

取扱いについてかならずしも満足した方法がとられてい

ないようである。それに対して合成繊維の取扱い方が簡

単であるとされているが，羊毛にない問題点もある。そ

こで購入したものをどのように取扱い，着用しその結果

をどのように認識しているかについて実情を知ることを

目的とした。

2.    ①調査時期・対象・部数は第１報と同じ。

②取扱いおよび着用感について，取扱い に つ い て６項

目，着用感について11項目を抽出し，性別，季節別，職

業・身分別にわけて考察を試み，さらにセーター類につ

いての希望事項および合成繊維利用の感想を求めた。

3.　取扱いについては説明どおりにした場合はほとん

ど満足の結果を得ることができたが，ごくわずかである

が不満な結果も生じている。着用感について冬物は「よ

い」とい うのが目だって多く，夏物はやや劣る。「よい」

とナる項目の中で最も多いのは，夏冬物とも軽いという

ことで，ついでそれぞれの季節に応じてあたたかい，涼

しいとい うことがあげられる。着用感が悪いという理由

は，前者と逆であたたかさが不足，汗を吸わないので暑

いなどが多く，その他毛玉ができる，汚れやすい，帯電

性があるなど合成繊維としての欠点が浮かび出た。以上

の事項を今後改善を要ナる問題点として提起したい。


